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2022年 7月 1日より現職。アフリカ地域における戦略的優先事項の取組みを主導し、精度の高い

経済分析や同地域の主要経済報告書の執筆等を統括。 

世界銀行ヨーロッパ・中央アジア地域総局シニア・エコノミスト、アフリカ地域総局リード・エ

コノミスト、同地域貧困・公正部門プラクティス・マネージャー等の役職を歴任し、現職就任前

は南アジア地域総局貧困・公正部門プラクティス・マネージャーを務めた。専門分野である貧困

と社会的インパクトの分析、機会不均等、プログラム評価、リスクと脆弱性、労働市場、紛争の

影響と福祉の成果等で学術論文を多数発表。アフリカ地域の子供の機会均等、サヘル地域の脆弱

性と強靱性、成長著しいアフリカ地域の貧困に関する地域報告書を共同執筆。 

ケニア国籍。カリフォルニア大学デービス校にて国際開発の修士号、カリフォルニア大学バーク

レー校にて農業・資源経済学の博士号を取得。 

 

 


